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1：50, 000  地質図幅　                                                                       ( 昭和 30 年稿 )
説            明            書 　　　　　　　　　　　　　　　　          

厚　　　田
( 札幌―第 3 号 )

　この図幅の野外調査は，昭和 28 年 8 月から 10 月まで，延 100 日余にわたって行わ

れた。垣見は主として厚田川流域以北を，植村は古潭川流域以南を分担し，対馬はこ

れを総括的に調査した。

　野外調査中，ルートマップおよび空中写真によって，5 万分の 1 地形図の誤りが

2，3 発見されたが，特に補正は加えなかった ( しかし，厚田川の支流左股沢中流附近の

誤りは，読図上の理解を困難にするので，下にルートマップをかゝげておく註 1）。両

者比較のうえ，読図されたい )。

　この調査中，重要な問題の 2，3 については，北海道大学湊正雄教授の指導をうけ

た。また介化石鑑定の大部分は同大学魚住悟・松井愈両学士に，有孔虫鑑定は東北大

学浅野清教授によった。

　　　　　　　　　　　　　　　Ⅰ．地　　　形

　厚田図幅地域は，札幌市の北方約 30 ～ 40km 附近に位置し，その西海岸は石狩湾

( 日本海 ) に臨んで，小樽市と相対している。

　本地域の地形は，図幅地域の中央を流れる厚田川を挟んで南北両地域に分かれて，

　註 1)　　　　　　　  　　　第　　1　　図
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

A) 5 万分の 1 の地形図に地層境界
　 をそのまゝ入れたもの。
B) 実際の沢の位置のルートマップ
　 a：  左股沢本流と通稱濃晝越沢
　　 との合流点
　 b：  左股沢本流と通稱安瀨越沢
　　　 との合流点

1
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それぞれ特徴をもっている。すなわち，北半部の火山岩地帯は，標高 654.0m の安瀬

山を中心とする開析の進んだ壮年期の険峻な地形を呈するのに対して，南半部の堆積

岩地帯は，平坦化作用の進んだ 200m 以下の低い丘陵地を形成している。両者の対照

は 5 万分の 1 地形図によっても一目瞭然であり，両地形の遷移は野外でも明らかに観

察される。

　海岸線は単調な直線状を呈しているが，汀線の背後は南北両地域とも断崖絶壁を呈

している。南半部では，海岸段丘下の波蝕崖と海岸線との間に狭い幅で砂浜が発達

し，歩行可能であるが，北半部の滝ノ沢から濃昼川にかけては，波蝕崖が海岸線から

直接聳え立っていて，海岸線の歩行は不可能である。

　おもな河川はすべてほゞ北東から南西へ流れ，日本海に注ぐ。厚田川のほかはいず

れも水量は多くない。特に古潭川・望来川流域においては水質が悪いので，附近の住

民は深刻な水不足に悩まされている。

　本地域内で自動車の通れる道路は，厚田市街地から望来を経て石狩町に至るもの

と，発足を経て東隣図幅内の月形町に至るものとだけである。その他の交通はきわめ

て不便で，特に厚田川以北では，道路は皆無の状態である。

Ⅱ．地　　　質

Ⅱ．1　概　　説

　本地域の地質は，すべて新第三系および第四系からなる。層序は第 2 図の通りであ

る。

　この地域は，北海道の地質区分上独特の単元をなす“樺戸山地”の南西部を占め

る。“樺戸山地”の北西部には，新第三紀および第四紀の火山岩が分布し，それをと

りかこむように，新生代堆積岩が発達しているが，この図幅地域は，ちょうどその両

地帯の遷移部に相当する。

　新第三系のうち，南半部の堆積岩を主とする地層群を南厚田層群と称し，北半部の

火山岩を主とする地層群を北厚田層群と称する。

　南厚田層群は上下を通じて整合一連の地層であり，おもに岩相によって，下位から

発
はったり

足・厚田・盤ノ沢・望
もうらい

来・当別の 5 層に区分される。各層から海棲化石を産し，す
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第 2 図　厚 田 図 幅 地 質 總 括 表

べてが海成堆積物である。その古生物群 ( 第 2 表参照 ) から，南厚田層群は留萠図幅 1）

の北見統に対比することができる。

　北厚田層群は下位から，熔岩と泥岩を主とする左股層，集塊岩を主とする安
やそすけ

瀬集塊

岩層，および熔岩と集塊岩の累層からなる毘
び し ゃ べ つ

砂別熔岩・集塊岩層の 3 つに区分され

る。本層群の火山岩はすべて安山岩質で，安瀬集塊岩層の全部と左股層中の熔岩の大

部分とは輝石安山岩であり，左股層の一部とこの地域の毘砂別熔岩および集塊岩層の

大部分とは角閃石安山岩である。北厚田層群は南厚田層群のうち，発足層中部から望

来層下部にわたる部分と同時異相的関係にある。すなわち北厚田層群は，稚内期註 2)

の火山活動の代表的なものということができる。

　本図幅地域南半部では，南厚田層群堆積の全期間を通じて，堆積中心が西ないし南

西方へ移動し，したがって相対的な東ないし北東方の隆起があったと思われる。これ

　註 2)   北海道において，いわゆる“hard  shale”相をもって代表される中新世末期の 1 時期。 
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とは別に，当別層堆積後は，曲隆を主とする上昇運動が行われ，現在見られるような

ゆるやかな大構造が完成した。

　第四紀にはいると，平坦化作用と上昇運動とが交互に行われ，地域南部では 3 段の

海岸段丘が，厚田川には数段の河岸段丘が形成された。

　しかし本地域の北半部では，海岸段丘は極小部分を占めるにすぎず，この地域は第

三紀末からほとんど平坦化されずに上昇をくりかえし，その上昇量も，南部にくらべ

てかなり著しかったようである。

Ⅱ．2　南  厚  田  層  群  ( 新第三系 )

Ⅱ．2．1　発
はっ

　足
たり

　層

　本層は隣接図幅内でいわゆる古生層「隈根尻層」を不整合に覆うが註 3)，本図幅地

域では，火山岩地帯に近い北半部に比較的上部のみが分布し，模式地 ( 月形図幅内 ) の

発足層とは岩相をやゝ異にしている。

　図幅地域内の本層は砂岩を主とし，泥岩を従とする不規則な互層である。砂岩は一

般に緑色を帯び，硬く，粒度は細粒から粗粒までさまざまであり，処々に礫を散点す

るいわゆる含礫砂岩・含礫泥岩と称すべきものも少なくない。この含礫砂岩・含礫泥

岩の礫は，径 2 ～ 3cm 以下のものが普通であり，よく円磨された古生層の粘板岩・珪

岩・チャート・玢岩等からなり，稀ではあるが，安山岩の円礫もみいだされる。この

ほかに，典型的な礫岩も処々に厚さ 1 ～ 2m の薄層として挾まれ，そのなかには古生

層起源とは思われない泥岩の亜角礫がみいだされることがある。これら礫を含む部分

はいずれも連続性に乏しく，側方に長く追跡することはできない。

　集塊岩や凝灰角礫岩も処々に挾まれるが，その層準は一定していない。角礫の内容

は北厚田層群中の火山岩とほゞ同質の安山岩で，同層群に示される火山活動の先駆を

なすものであろう。

　層厚はきわめて変化に富み，最も厚いところでは 500m 以上を算する。たゞし前述

註 3)　東隣月形図幅地內では，発足層の下位になお泥岩を主とする地層 ( 出戶股層と假稱する ) が発逹し，そ
　　　 れが古生層を不整合に覆う。しかし，出戶股層は北方へ次第に薄くなり，北隣浜盆図幅地內では，発
　　　 足層が古生層を直接覆うにいたる。
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したように，本地域内には本層の上部のみが分布している。

　本層はこの地域のみでは，化石の産出はきわめて稀であり，発足部落西方の本層最

上部含礫砂岩中から，Patinopecten yessoensis  (JAY) ， Cardium  spp. (Clinocardium 

type) ， Buccinum  sp. 等を産するのみである。しかし，本地域のわずか東方の厚田川

流域には，多くの介化石を産する ( 第 2 表参照 )。

　本地域の発足層を同層の模式地である厚田川上流・出戸股沢等 ( いずれも月形図幅

地内 ) に分布するものと比較すると，著しい差異がみられる。その主要な点は，本地

域では模式地にくらべて，①砂岩の量をます，②砂岩・泥岩ともに著しく硬度を

まし，特に砂岩は新第三系としては珍らしいほどの硬さをもち，一般に緑色を帯びて

いる，③一般により凝灰質であり，凝灰岩や集塊岩の含有率もかなり多い，④化

石をほとんど産しない，等であり，これらの差異は，火成活動をより強く蒙ったこと

により説明できるようである。

Ⅱ．2．2　厚　田　層

　本層は厚田川の中・下流に発達している。下位の発足層とは整合で，発足層は砂

岩・泥岩の互層を経て本層に漸移するが，その砂岩部のなくなったところに便宜上の

境界をおく。

　本層は灰色ないし灰黒色の泥岩およびシルト岩からなる厚層で，一般に層理面はよ

くわからないが，遠望すれば成層状態が明らかに認められる。一部は板状層理を示し

ている所もあり，また風化すれば帯褐色 ( 赤錆色 ) を呈する点等は，他地域のいわゆる

“硬質頁岩”層，本地域の望来層によく似ている。

　基底から約 ⅓ のところ ( 厚田川流域 ) に，凝灰質の海緑石を含む厚さ約 3.5m 内外

の砂岩層が 1 層あり，その他に凝灰岩の薄層 (5 ～ 10cm) を処々に挾むが，これらの夾

みはいずれも鍵層にはなり得ない。またいたる所に泥灰質の薄層および団球・団塊を

含み，団塊は径 3m 以上に及ぶものも稀でない。

　厚田市街から北方の安瀬海岸附近では，本層はきわめて凝灰質となり，石英含有浮

石質砂岩・凝灰岩の薄層を頻繁に挾むが，泥岩そのものは板状の層理をよく示し，典

型的な“硬質頁岩”の様相をおびている。

　層厚は厚田川流域で少なくとも 650m 以上，西海岸ではそれ以上に及ぶが，古潭川
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流域ではやゝ薄くなり，さらに図幅地域外の望来川流域では急激に薄化して，260m

前後を示すにすぎない。後述する北厚田層群の一部とは同時異相的関係にあるが，著

しい本層の膨縮状態を検討してみると，下位の発足層および上位の盤ノ沢層とも，一

部は同時異相的関係にあるようである。

　本層中の介化石は，Adulomya ,  Thyasira ,  Solemya ,  Calyptogena  を含む化石帯が

1 枚あるほかは，散点的である。鑑定できたものは第 1 表のとおりである。

第 1 表　　厚 田 層 産 出 化 石
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　このほか本層には上下を通じて，有孔虫・Sagari tes・魚鱗の化石をいたるところに

産する。このうち有孔虫は東北大学浅野清教授によって，下記のように鑑定された。

Cyclammina japonica  ASANO 

Martinot t ie l la  communis  (d´ORBIGNY) 

Cribrostomoides  (?)  sp.  

Haplophragmoides  spp.  

Uvigerina cf .  subperegrina  CUSHMAN & KLEINPELL 

Bulimina pupoides  d´ORBIGNY 

Cibicides  cf .  lobatulus  (WALKER & JACOB) 

Globigerina  sp .  

　標本がわずかなので量的なことはいえないが，これだけをもってしても中新世を指

示することは間違いがないといわれる。

　また，西海岸，ポロナイ川沢口附近の本層からは，泥灰質団球のなかに Call ianassa

muratai  NAGAO を多産する ( 鑑定 : 東北大学，今泉力蔵 )。

　これらの化石を棲息深度註 4) の点から検討してみると，深海～外洋種 3，半深海〜

深海種 5，浅海～深海種 5，浅海種 3 で，圧倒的に深海種が多く，岩質をも併せ考慮す

れば本層は半深海 (100 ～ 600m) 程度の深度の堆積物と考えられる。

　また厚田市街附近の本層中からは，しばしば濶葉樹の葉の化石を産する。　

Ⅱ．2．3　盤  ノ  沢  層

　本層は古潭川中流および下流，望来川中流地域に分布する。下位の厚田層との関係

は整合漸移である。

　本層はいわゆる緑色砂岩で註 5)，やゝ軟質，無層理の灰緑色ないし青灰色，細粒な

いし微粒砂岩を主とし，泥岩およびシルト岩を挾む。泥岩は中部および下部にやゝ多

い。

　本層はしばしば泥灰質団球を含み，またいわゆる“白
しろつぶ

粒”註 6) を有し，一部に玉

　註 4)　深度の推定は大山桂 ( 湊正雄：地層学，p. 45 ～ 52) によった。
　註 5)　高橋英太郎：石狩国樺戸山地西南部の地質，北大修論，No. 39( 手記 )，1936
　　　    三浦博雄：石狩国樺戸山地西部の地質，北大修論，No. 39( 手記 )，1936
　註 6)   文獻 6 參照。浮石・斜長石結晶等，白色の凝灰質物が小粒狀に含まれるものを稱する。
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葱状構造もみられ，きわめて稀に古期岩類の細礫を散点する。風化面はやゝ帯黄色を

呈する。

　本層の砂岩には顕微鏡下で 0.1mm 内外の海緑石粒が点々とみられ，これが本層の

緑色を呈する原因と考えられる。

　層厚は厚田層とは反対に西方へ激減し，西海岸では 100m にみたないが，望来川中

流においては 350m 以上を算する。本層の一部は厚田層と同時異相的関係にあると考

えられる。

　本層上部からは下記の化石が発見された。これらのうち，Macoma tokyoensis

MAKIYAMA のみは本層のいたる所の団球中に含まれる。その他の種はいずれも稀に

産するのみである。

Acila  (Acila)  v igi l ia  SCHRENCK 

Thyasira bisecta  CONRAD 

Macoma tokyoensis  MAKIYAMA 

Dental ium  cf .   yokoyamai  MAKIYAMA 

Ancistrolepis  sp .  

Neptunea phoeniceus  DALL 

Ⅱ．2．4　望　来　層

　本層は古潭―嶺泊間の海岸と望来川中流の間に露出する。下位の盤ノ沢層とは整合

関係をもって漸移する。

　本層はいわゆる“硬質頁岩”層で，軟質の泥岩を挾む。やゝ硬質の泥岩質シルト

岩および泥岩が，特有の単調な板状の層理を示すが，所により無層理の部分もある。

本層は全層的に泥灰質の薄層および団球を多く含み，団球の径は 2 ～ 3m に及ぶもの

も稀ではない。また浮石質凝灰岩の薄層 (10 ～ 80cm) を数枚 ( 海岸では 4 枚 ) 含み，そ

のほかに 5cm 内外の白色凝灰岩の薄層を数枚挾有する。本層の泥岩は灰色ないし諳

灰色で，風化面は褐色 ( 赤錆色 ) を呈する。

　層厚は海岸で約 230m，望来川中流で約 250m 内外である。

　化石は処々に Sagari tes  sp . を産し，また海岸で Dental ium  sp . を採集したほか，

本地域内では発見されなかった。しかし，本地域南縁から数 km 南方の望来附近の本
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層からは，次のような化石を多産する。

Solemya  (Acharax )  tokunagai  (YOK.)  

S .  (A . )  yessoensis  KANEHARA 

Acila  (Acila)  v igi l ia  SCHRENCK 

Port landia (Megayoldia)  cf .   thraciaeformis  (STOR.)  

Calyptogena paci f ica  DALL 

Thyasira bisecta  CONRAD 

Dental ium  cf .   yokoyamai  MAKIYAMA 

　本層は岩質および化石内容から検討すれば，厚田層とほゞ同様の半深海程度の堆積

物と考えられる。

Ⅱ．2．5　当　別　層

　本層は望来川下流および嶺泊沢地域に分布する。下位の望来層との関係は整合で，

その漸移部は嶺泊沢中流でよく観察される。

　本層は帯黄灰色ないし帯褐灰色の無層理，軟質，粗鬆の凝灰質シルト岩ないし砂岩

からなり，層理面の検出が困難である。このなかには稀に泥灰岩団球が含まれ，また

上部には，しばしば黒雲母片が含まれる。

　化石は本地域では発見されず，わずかに南方の望来−嶺泊間の海岸で，次の 3 種を

得たにすぎない。

Thyasira bisecta CONRAD 

Serripes  cf .   notabi l is  SOW. 

Dental ium  cf .   yokoyamai  MAKIYAMA 

Ⅱ．2．6　他 地 域 と の 対 比

　この地域は，これまでに多くの人々 2),3),4), 註 7), 註 8) によって調査されているが，北

海道の標準地域と対比する際には，どの調査者も，望来層を本地域における“硬質頁

岩”相と認めたうえで加茂川層 ( ＝稚内階 ) に対比し，その下位の 3 層を川端層に，

上位の当別層を追分層に対比していた。

　註 7)　高橋英太郎：前出，三浦博雄：前出
　註 8)　対馬坤六：石狩国厚田地方の地質，北大卒論，No. 115( 手記 )，1942
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第　　　2　　　表
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　今回の調査において採集した化石 ( 第 1 表参照 ) をみると，南厚田層群は必ずしも上

述のようには対比できないように思われる。すなわち，全体的にみて，本層群中の化

石群には新しい要素が非常に多い ( 種名のわかった二枚介のうち，約 50%は現棲種で

ある ) こと，そしてそれらの要素は発足層からすでにみられることが注目される。

　これを細部にわたって検討すると，発足層の動物群には，川端統の少なくとも下部
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( 滝ノ上層あるいはその相当層 ) の要素はほとんどなく，一方留萠地方の峠下層 5)，6)，註 9)

とは若干の共通種があるが，そのなかでも Patinopecten yessoensis  (JAY) の産出は

もっとも注目される。発足層の岩質をも考慮すれば，本層が峠下層に対比されること

はほゞ確実であると考えられる。

　次に重要なのは，いままで望来層からのみ報告されていた Calyptogena paci f ica 

DALL が，厚田層からも多産することである。このことと，厚田層の岩相を考慮すれ

ば，本層は望来層と同様に，増毛層に対比されることは確実である。

　さらにまた，第 2 表をみると，上部層の化石はほとんど下部層から連続して産出

し，はっきりした群帯 (Faunenzone) の認められない註 10) ことに気がつく。このこと

は，発足層から当別層までが 1 つの大きな堆積輪廻のなかにはいるべきものであるこ

とを裏書きしている。換言すれば，南厚田層群は全体として北見統註 11）に対比される

べきであると考える。

第 3 表　対　　比　　表

註   9)　峠下層は現在までに発表された文獻・資料では稚內階の基底相とされている。
註 10)　発足層上部と盤ノ沢層にやゝ不連続が認められるが，これは岩相の変化によるものであろう。
註 11)　C.C.C. 対比試案 (1949) による。
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　以上のような観点から，本地域の層序を留萠地方 8) と対比すれば，第 3 表のように

なる。参考のために月形地方 9) の層序との対比もおこなってみた。

Ⅱ．3　北 厚 田 層 群 ( 新第三系 )

Ⅱ．3．1　左　股　層

　本層は安山岩質の熔岩を主とし，凝灰岩・集塊岩・凝灰質砂岩等を挾有する黒色泥

岩を伴なう。熔岩の一部は集塊岩質となっている。本層は発足層の比較的上部および

厚田層下部と同時異相的関係にあり，発足層との境界は，便宜上，熔岩が初めて顕著

に出現するところにおくが，その位置は層準としては一定していない。

　輝 石 安 山 岩

　 本 岩 は 本 地 域 の 左 股 層 の 熔 岩 の ほ と ん ど 大 部 分 を 占 め る。 し か し， そ の 構 成 鉱 物 の

組 み 合 わ せ は 所 に よ っ て 変 化 が あ る。 大 部 分 は 両 輝 石 安 山 岩 で あ り， 一 部 は 普 通 輝 石

安山岩であるが，その間に明瞭な境界をひくことはできない。

　両 輝 石 安 山 岩

　 ポ ロ ナ イ 川・ 牧 佐 内 沢・ 発 足 沢 地 域， お よ び 濃
ごきびる

昼 川 と 左 股 沢 の 分 水 嶺 附 近 に 比 較 的

広 く 分 布 す る が， そ の ほ か 各 地 に も み ら れ， 普 通 輝 石 安 山 岩 と も 入 り く ん で い る。

　 ポ ロ ナ イ 川・ 牧 佐 内 沢・ 発 足 沢 等 の も の は， そ の 性 質 が ほ ゞ 均 一 で， 一 般 に 柱 状 節

理 が 発 達 し て 熔 岩 状 を 抂 し， 新 鮮 な 部 分 は 肉 眼 的 に 黒 色 を 示 し， 石 基 と 斑 晶 の 区 別 が

はっきりしない。

　 斑 晶： 斜 長 石・ 紫 蘇 輝 石・ 普 通 輝 石・ 磁 鉄 鉱 ( 量 の 順。 以 下 岩 石 記 載 の 場 合 す べ て

同じ )。斜長石は曹灰長石ないし亜灰長石 (An 70 内外 ) である。

　 石 基： ガ ラ ス 基 流 晶 質 で 一 般 に ガ ラ ス の 量 が 多 い。 大 部 分 長 柱 状 の 斜 長 石 か ら な

り， き わ め て 稀 に 単 斜 輝 石 お よ び 斜 方 輝 石 を 含 み， そ の 間 を ガ ラ ス と 微 粒 の 磁 鉄 鉱 が

塡めている。一部は毛氈状組織を示す。

　2 次 的 変 質 と し て は， 斑 晶 の 周 縁 お よ び 石 基 に 綠 泥 石 化 が や ゝ 見 ら れ る 程 度 で あ る

が，これは肉眼で暗綠色を抂するものに多い。

　 そ の 他 の 地 域 の も の は， 斑 晶 の 組 み 合 わ せ は 変 わ ら な い が， 石 基 の 構 造 は ほ と ん ど

ガ ラ ス の み の も の か ら， 毛 氈 状 組 織 の も の， あ る い は ほ ゞ 完 晶 質 の も の 等， さ ま ざ ま
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である。また産状や外観も色々であって，適当に類別することはできない。

　普 通 輝 石 安 山 岩

　 左 股 沢 を 遡 っ て 最 初 に み ら れ る 熔 岩 か ら 始 ま り， 左 股 沢 中 流 附 近 に ま で 分 布 す る。

そ の 附 近 の 泥 岩 中 の 集 塊 岩 も 同 質 の 礫 か ら な っ て い る。 ま た， 図 幅 地 域 北 東 隅 の 右 股

沢中流附近にもみられる。

　 本 岩 は 大 部 分 熔 岩 状， 一 部 は 集 塊 岩 状 を 抂 し， 肉 眼 的 に は 黒 色 な い し 暗 灰 色 で， 両

輝 石 安 山 岩 質 の も の と よ く 似 て い る。 ま た し ば し ば 暗 綠 な い し 青 綠 色 を 抂 し， 熱 水 変

質を蒙った部分も認められる。

　 斑 晶： 斜 長 石・ 普 通 輝 石・ 磁 鉄 鉱・ 石 英。 斜 長 石 は 曹 灰 長 石 (An 55 内 外 ) で あ る。

石英は部分的に含まれるが，著しく融蝕されている。

　 石 基： 粒 状 の 斜 長 石 と 石 英 と か ら な り， 有 色 鉱 物 は ほ と ん ど 認 め ら れ な い。 ガ ラ ス

はあるが，一般に微珪長質に近い組織を示す。

　2 次 的 変 質 と し て は， 石 基 が 珪 化 作 用 を 蒙 っ て い る も の， ま た 石 基 と 普 通 輝 石 の 一

部が非晶質物質に変化しているものがある。

　角 閃 石 安 山 岩

　本 岩 は 本 地 域 北 東 隅 か ら， 北 隣 の 浜 益 図 幅 地 内 に か け て 分 布 し， 層 位 的 に は 本 層 の

比 較 的 下 部 を 占 め る。 柱 状 節 理 が よ く 発 達 し 熔 岩 状 を 抂 す る が， 一 部 に は 集 塊 岩 質 の

と こ ろ も あ る。 本 岩 は 肉 眼 的 に 暗 灰 色 を 抂 し， き わ め て 緻 密， 堅 硬 で あ り， 角 閃 石 の

斑晶が明らかに認められる。

　 斑 晶： 斜 長 石・ 角 閃 石・ 普 通 輝 石・ 磁 鉄 鉱。 斜 長 石 は 中 性 長 石 な い し 曹 灰 長 石 (An

50 内 外 ) で あ る。 輝 石 は ほ と ん ど 大 部 分 綠 泥 石 化 し て い る が， 新 鮮 な も の は す べ て 普

通輝石である。

　 石 基： 微 珪 長 質 で， 大 部 分 微 細 な 粒 状 の 石 英 の 密 集 に よ っ て 構 成 さ れ る。 ガ ラ ス は

ほとんどない。

　 左 股 層 中 の こ れ ら の 熔 岩 の な か に は， 不 規 則 な 形 を し た 玉 髄 質 石 英 が， ＂ poll＂ な

い し ＂ patch＂ 状 に 点 々 と か な り 普 遍 的 に 観 察 さ れ る。 大 き さ は 5 ～ 10cm 位 の 長 径

を も っ た も の が 多 い。 発 足 沢 中 流 に は， こ の 石 英 が 塊 状 に 密 集 し た 部 分 が あ っ て， そ

こ に は 小 さ な 石 英 脈 も 存 在 し， ま わ り の 安 山 岩 は 幾 分 変 質 ( 綠 泥 石 化 ) し て い る。 ま

た， 安 瀬 海 岸 に 注 ぐ 小 沢 の 最 上 流 部 で， 本 層 と 上 位 の 安 瀬 層 と の 境 界 附 近 の 熔 岩 中 に
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は， 幅 2 ～ 3cm の 黄 鉄 鉱 脈 が あ り， そ の 附 近 は 黄 鉄 鉱 の 鉱 染 が 著 し く， 母 岩 も 変 質

し， か つ 幾 分 角 礫 化 し て い る。 さ ら に， 本 図 幅 地 域 北 端 か ら 浜 益 図 幅 地 域 に か け て の

濃 昼 川 本 流 の 最 上 流 部 に は， 著 し く 珪 化 が す ゝ ん で 灰 白 色 を 呈 す る 部 分 が あ り， か つ

て 金・ 銀・ 銅 等 を 目 的 と し て 探 鉱 さ れ た 跡 が あ る。 こ の ほ か， 微 弱 な 熱 水 作 用 に よ る

変質を蒙ったと思われる所も少なくない。

　泥　岩

　 本 岩 は 灰 黒 色 で， 概 し て 板 状 の 層 理 を 示 し， 一 部 に 凝 灰 岩 の 角 礫 を 含 む こ と を 除 け

ば， 発 足 層 中 の 泥 岩 と 全 く 同 様 の 岩 相 を 呈 す る。 こ の な か に し ば し ば 緑 色 の 堅 硬 な 凝

灰 質 砂 岩・ 凝 灰 岩・ 凝 灰 角 礫 岩・ 集 塊 岩 等 を 挾 ん で い る。 泥 岩 部 は 左 股 沢 本 流 お よ び

そ の 支 流 に 最 も よ く 露 出 し て い る が， そ の 堆 積 層 準 は 一 定 せ ず， 地 域 に よ っ て 異 な っ

ている。泥岩のなかからはきわめて稀に有孔虫および魚鱗の化石を産する。

　 左 股 層 の 層 厚 は， 熔 岩 の 構 造 が 不 明 の た め 判 然 と し な い が， 最 も 厚 い 所 で は， 優 に

1,000m を突破する膨大なものであろうと思われる。

Ⅱ．3．2　安 瀬 集 塊 岩 層

　本層は安山岩質集塊岩を主とし，これに安山岩の熔岩註 12) および岩脈が処々に介在

する地層である。下位の左股層との境界は，集塊岩が著しく卓越する部分におく。こ

の境界線は，分布上からみれば不整合のような印象をうけるが，個々の地点では下位

の熔岩と互層しながら漸移する。したがって，本層は左股層とは一部同時異相的関係

にあるということができる。

　また，本層の一部は，安瀬海岸附近で，凝灰岩・凝灰角礫岩・集塊岩等の互層を経

て，厚田層上部の硬質頁岩に整合的に移化する。したがって，本層は厚田層の中部と

も同時異相的関係にある。本層との遷移部附近の厚田層には，凝灰質砂岩や凝灰岩の

夾みがきわめて多く，また稀には泥岩中に安山岩の角礫を含むこともあり，厚田層と

本集塊岩層とが同時的な堆積を行ったことを裏書きしている。

　本層は左股層と異なり，砂岩・頁岩等の非火山性堆積物を欠き，比較的均質，塊状

のいわゆる集塊岩註 13) のみからなり，層理面の判定は困難である。

註 12)　地質図上には省略した。
註 13)　これは厳密には火山角礫岩と稱すべきものが大部分で，一部には自破碎熔岩も含まれている。また本

　　　   報告中に記される他の「集塊岩」もすべていわゆる集塊岩で，厳密には上記と同樣である。
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　集塊岩を構成する本源的な礫は，きわめて特徴的な外観を呈する両輝石安山岩註 14)

である。すなわち，肉眼的には石基が漆黒のガラス光沢を示し，やゝ多孔質で，一見

して北海道南西部のいわゆる黒松内統の集塊岩礫とよく似ている。

　 斑 晶： 斜 長 石・ 紫 蘇 輝 石・ 普 通 輝 石・ 磁 鉄 鉱。 斜 長 石 は 最 も 多 く， 曹 灰 長 石 (An

60 内外 ) 附近の性質を示す。紫蘇輝石と普通輝石とはほゞ等量である。

　 石 基： ガ ラ ス 基 流 晶 質 な い し ガ ラ ス 質。 微 細 な 晶 子 の 集 合 と ガ ラ ス と か ら な り， は

っきりした石基鉱物はほとんど認められない。

　この本源的な礫のほかに，下位のものに由来すると思われる類質および異質の普通

輝石安山岩・石英粗面岩・泥岩・砂岩等の角礫をも少なからず含んでいる。

　集塊岩の基質は，礫と同質の両輝石安山岩質の凝灰質物が多く，一部は基質と礫の

性質がほとんど同じで，自破砕熔岩と称すべきものになっている。

　本層の集塊岩は概して新鮮であるが，本層中に噴出あるいは貫入した両輝石安山岩

や同質の岩脈のなかには，有色鉱物の幾分緑泥石化したものがある。

　濃昼部落南方の海岸赤岩附近には紫蘇輝石安山岩質の岩脈がある。

　 斑 晶： 斜 長 石・ 紫 蘇 輝 石・ 磁 鉄 鉱・ 普 通 輝 石。 斜 長 石 は 大 形 で， 曹 灰 長 石 (An 60 ～

70) 附近の性質を示す。普通輝石はきわめて稀にしか認められない。

　 石 基： ピ ロ タ キ シ チ ッ ク 構 造。 短 冊 状 の 斜 長 石 が 毛 氈 状 に 配 列 し， そ の ほ か に 無 数

の微粒の磁鉄鉱が散点している。ガラスはきわめて少ない。

　 本 岩 に は，2 次 的 に 輝 石 の 周 囲 が 綠 泥 石 あ る い は 非 晶 質 物 質 に 変 化 し て い る も の が

多い。石基の一部も綠泥石化している。

Ⅱ．3．3　昆
び し ゃ べ つ

砂 別 熔 岩 お よ び 集 塊 岩 層

　本層は主として安山岩質集塊岩 ( 火山角礫岩 ) と熔岩の繰返しからなっている。基底

部附近には，黄灰色の粗～中粒砂岩も 2 ～ 3 層含まれているが，いずれもきわめて凝灰

質であり，非火山性堆積物はほとんど皆無である。また本層のなかには，同時的貫入

と思われる岩脈も少なくないが，地質図上にはすべて省略した。

　本層の模式地は，北隣の浜益図幅内の毘砂別および送
おくりけ

毛附近の海岸である。下位の

註 14)　本岩は，その特徴的外観にもかゝわらず，下位左股層中の兩輝石安山岩とは，石基の構造がやゝ異
　　　　　 なるだけで，一般に顯微鏡的性質は似ている。
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安瀬集塊岩層との関係は，濃昼−尻苗間の海岸でよく観察され，そこでは，安瀬集塊

岩層の特徴ある黒色ガラス質安山岩礫からなる集塊岩の上に，円礫を含んだ集塊岩を

経て凝灰質砂岩が被覆しているが，その関係は整合的である。本層と上部層との関係

は本地域ではわからないが，浜益図幅地内で，本層は望来層に対比される於
お さ つ な い

札内層に

移化することが確められている。したがって本層は盤ノ沢層および望来層下部との同

時異相と考えられる。

　毘砂別熔岩および集塊岩層は濃昼北方より北隣浜益図幅地内の毘砂別附近まで広く

分布し，その安山岩の性質はさまざまであるが，概して下部は石英含有角閃石安山

岩，中部は両輝石安山岩，上部は橄攪石玄武岩および橄攪石含有両輝石安山岩から構

成されている。本地域内の本層は，地質図に色別したように 2 部層に細分することが

できるが，毘砂別熔岩および集塊岩層全体からみれば，その下部であって，熔岩およ

び集塊岩の岩質は大部分が石英含有角閃石安山岩である。しかし一部では両輝石安山

岩も認められる。

　石英含有角閃石安山岩　本岩は熔岩・集塊岩ともに，他の安山岩と容易に区別する

ことができる。すなわち本岩は，肉眼的には淡灰色・帯桃色あるいは帯紫色で，斜長

石と角閃石の斑晶が顕著であり，粗鬆な外観を呈する。これを顕微鏡下で観察すると

次のようである。

　 斑 晶： 斜 長 石・ 角 閃 石・ 紫 蘇 輝 石・ 普 通 輝 石・ 石 英・ 磁 鉄 鉱。 斜 長 石 は 中 性 長 石 な

い し 曹 灰 長 石 (An 50 内 外 ) 附 近 の 性 質 を 示 す。 そ の 他 の 斑 晶， と く に 石 英 は 薄 片 に よ

っ て 含 有 量 が 異 な り 一 定 し な い。 磁 鉄 鉱 は 稀 で あ る。 角 閃 石 の 大 部 分 に は オ パ サ イ ト

縁がみられる。

　 石 基： ガ ラ ス 基 流 晶 質 な い し ガ ラ ス 質。 長 柱 状 の 斜 長 石 と 斜 方 輝 石， 短 柱 状 の 単 斜

輝石，粒状の磁鉄鉱の間を多量のガラスが塡めている。石英も稀に存在する。

　 本 岩 に は 部 分 的 に 輝 石 の 全 部 お よ び 石 基 の 一 部 が 非 晶 質 物 に 変 化 し て い る も の が あ

る。

　両輝石安山岩　本岩は石英含有角閃石安山岩の集塊岩のなかに，熔岩状あるいは集

塊岩状に薄く介在している。尻苗附近の海岸の崖において，本岩が熔岩から集塊岩に

移化するさまがよく観察される。本岩は黒色ないし諳灰色，緻密の外観を呈する安山

岩である。
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　 斑 晶： 斜 長 石・ 紫 蘇 輝 石・ 普 通 輝 石・ 石 英。 斜 長 石 は 曹 灰 長 石 (An 60+) 附 近 の 性

質 を 示 す。 紫 蘇 輝 石 と 普 通 輝 石 は ほ ゞ 等 量 で あ る が， 部 分 的 に は 後 者 の ほ と ん ど 認 め

られない部分もある。石英は稀である。

　 石 基： ガ ラ ス 基 流 晶 質。 長 柱 状 の 斜 長 石， 短 柱 状 お よ び 粒 状 の 斜 方 輝 石 と 単 斜 輝 石

お よ び 微 粒 の 磁 鉄 鉱 か ら な り， ガ ラ ス が こ れ を 塡 め て い る。 一 部 で は 微 細 な 斜 長 石 か

らなる毛氈状組織を示すものがある。

　毘砂別熔岩および集塊岩層は，本地域のわずか北方の送毛附近で，かなり広範囲に

わたって熱水変質を蒙っている。

　( 附 )　毘砂別熔岩および集塊岩層中の鏡鉄鉱

　尻苗部落北方の海岸に，新しい断層によって擾乱された地帯 ( むしろ地辷りの大規

模なものと考えられる ) があり，そのなかの集塊岩の割目に鏡鉄鉱を産する。しかし

その産出はきわめて稀である。結晶は径 3 〜 4mm の板状を呈し，諳灰色の強い金属

光沢を放つ。その成因・産状ともに，すでに報告されている増毛町歩古丹産のもの 10)

と同様であろうと思われる。

Ⅱ．4　第 　 四 　 系

　本地域の第四系は，南北両地域における基盤の第三系の差をよく反映している。す

なわち，南半部，主として南厚田層群の分布している地域には，海岸段丘がほとんど

全域にわたって発達しているが，北半部，主として北厚田層群の露出している地域に

はほとんどこれをみない。一方河岸段丘は，北部の諸河川にはよく発達しているが，

第 4 表　第四系総括表
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南部には全くこれをみない。したがって，海岸段丘と河岸段丘とが直接する部分は，

厚田市街附近を除いてはみられないので，両者の対比は困難であるが，第 4 表のよう

に対比されると考えられる。

Ⅱ．4．1　海 岸 段 丘 堆 積 層

　高位海岸段丘堆積層　本図幅地域の南半部における厚田川と古潭川，古潭川と望来

川の分水嶺は，219.3m 三角点附近を除くと，いくらかの凹凸はあるが，ほゞ 100 ～

150m の高さを示して連続し，こゝに平坦面のあったことが容易に想像される。この

面を高位海岸段丘と称する。堆積物は大部分削剝しつくされているので，地質図には

省略した。

　北半部の山地では，これに対比される面は存在しない。

　中位海岸段丘堆積層　本地域南半部における高位海岸段丘の前面から，ほゞ海岸の

自動車道路に至るまでの幅約 1 ～ 2km の間に，高さ 40 ～ 80m のわずかに傾斜した平

坦面が観察される。これを中位海岸段丘と称する。堆積物は厚さ 3 〜 5m で，おもに

礫とシルトからなっているが，大部分が自然的あるいは人為的に乱されているので，

地質図上には省略した。

　北半部の山地では，これとほゞ同じ高さ (60 ～ 80m) の平坦面が，安瀬附近の海岸に

沿う狭い範囲にみられ，堆積物は 10m 以上に及ぶ厚い安山岩の礫層からなっている。

　低位海岸段丘堆積層　地域南半部の海岸の自動車道路に沿い，海岸から幅約 300 ～

50Om にわたって，高さ 25 ～ 35 ｍの平坦面がほとんど完全に保存され，その前面は

波蝕崖となって海に臨んでいる。これを低位海岸段丘と称する。

　堆積物は厚田−小谷間の一部を除くほかは，完全に保存されている。その状態は海

蝕崖の断面においてみられ，海面から 15 ～ 20m の高さに始まり，5m 内外の凹凸の

ある不整合面がよく観察される。堆積物は，4 ～ 10m の厚さをもち，砂・シルトおよ

び礫の互層からなる。礫質の堆積物は古潭以北に多く，砂質の部分は南方へその量比

を増す。砂質部は偽層に富み，その多くは風化面が赤味を帯びている。

　これと同じ高さの面は，厚田川以北では，厚田市街地の附近にわずかにあるだけ

で地域北半部には全くみられない。
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Ⅱ．4．2　河 岸 段 丘 堆 積 層

　厚田川の南北両岸には段丘面が発達している。これを詳細にみると，4 ～ 5 段の平坦

面のみられるところもあるが，普遍的には 3 段に大別することができる。

　高位河岸段丘堆積層　発足部落北方山麓の 100 ～ 120m 面，牧佐内沢中流の 80 〜

100m 面等，狭い範囲にわずかに保存され，礫層をのせている。後記する中位段丘面

よりも，前者は約 20m，後者は約 10m 高くなっている。なお，発足部落の北方山麓

のゆるい傾斜の部分には，礫層の名残りが至る所にあって，開析された平坦面の存在

が推測される。

　中位河岸段丘堆積層　厚田川両岸で，現河床面から 7 ～ 15m の比高をもち，後記す

る低位河岸段丘よりも 3 ～ 8m 高い平坦面があり，きわめてゆるい傾斜で山側に高さ

を増す。通常厚さ 3m 内外の礫層があり，河岸には基盤が露出している。

　濃昼川初め厚田川より北方の沢では，開析されてはいるが，上記の面に対比される

ものが部分的に残っている。堆積物は概して厚く，10m 以上の礫層からなる所もあ

る。

　さらに，上記の面よりは数 m 高く，河床面から約 15 ～ 25m の比高を持つ平坦面

が，主として厚田川の北岸のみに分布する。場所によっては前者との境が不明瞭にな

っている。堆積物は一般に厚くて，5 ～ 8m が普通であり，発足北方では 10m 以上

に及ぶ処もあり，そこでは礫層の上に炭質物を含んだシルトを挾む砂礫層が，5 ～ 10

層位の小さい堆積輪廻を示し，偽層が発達している。この面が厚田市街北方で低位海

岸段丘と連続するようである。

　低位河岸段丘堆積層　現河床面から約 2 ～ 5m の比高をもった平坦面があり，下方

には基盤を露出し，その上に 1 ～ 3m の礫層がみられる。厚田川中流以上では，この

面よりは約 1 ～ 2m 高い面が処々に認められる。これらは現在の氾濫原とはいえない

が，高さの点や平坦面が完全に保存されていることから，現世の段丘とみなすことが

できる。本段丘堆積層は地質図上には省略した。

Ⅱ．4．3　冲　積　層

　厚田川を初め地域内の諸河川の氾濫原を形成し，砂・礫・粘土等からなる。厚さは

きわめて薄く，大部分が川底に基盤の露出をみる。古潭川では厚さが 3 ～ 4m あり，
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堆積物は，下部は主として礫と夥しい量のほとんど炭化していない流木とから，中部

は偽層の著しい砂と細礫とから，上部はシルトと粘土とからなっている。

　海岸には，地域南半部では，海岸段丘の下に幅 10 ～ 40m 程度の砂浜が発達し，古

潭川の河口附近では砂鉄を含んでいる。

Ⅱ．5　地　質　構　造

　本地域の南部と北部とは，分布する地層の差異に関連して，それぞれ独自の地質構

造を示している。

　南　部

　この地域には，厚田市街から南隣石狩図幅地内の望来まで，海岸に沿って延長 10 数

km に及ぶ南へ沈む大きな背斜構造があり，古くから海岸背斜 11)( あるいは望来背斜 )

と呼ばれている。一方，発足背斜 ( あるいは俊別背斜 11)) と呼ばれる同性質の背斜構造

が，図幅地域外わずかに東方を，発足部落附近から南方へ 20 数 km にわたってのび

ている。この地域の南厚田層群は，大部分この 2 大背斜構造の間に挾まれる大きな向

斜部を占めている。しかしその向斜は，南へ開く幅広い半向心構造を呈し，この地域

はその最北部に当っているため，こまかい南北性の向斜構造や背斜構造に修飾されて

はいるが，この地域の地層は全体としては E-W 性の走向で南方へ傾斜している。傾

斜の大部分は 15°内外のゆるやかなものである。

　断層としては，望来川中流の望来層中や海岸の一部に小規模なものが認められる

が，重要な意昧をもたない。

　要するに，南部地域は南隣石狩図幅地内から続く油田地帯の一部で，曲隆・曲窪を

主とする緩褶曲構造を示している。

　北　部

　この地域の地質構造は，集塊岩や熔岩のみの部分では詳らかでないが，堆積岩を挾

む地帯では，多くの小褶曲・小断層によって修飾されている。傾斜も極端なところで

は 80°を超えることがある。しかし全体としては，走向はほゞ N-S 性で，傾斜は

10 〜 30°W 位のものが最も多く，東から西へ順次上位の地層が分布する。

　断層は E-W 性のものが多く，北厚田層群と南厚田層群との遷移部にみられるもの
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はかなり顕著であるが，これらとほゞ直交する N-S 性の断層も北東方に認められる。

　この地域では，南部と異なり，地塊運動的な要素がやゝ顕著である。

Ⅲ．應　用　地　質

Ⅲ．1　石　　油

　本地域南半部は，既述のように，岩質および地質構造上石油の胚胎の期待できる地

域で，「石狩油田」の一部を構成している。本油田のおもな産油地は全部南隣石狩図幅

地内にあって，現在採油されているが，本地域では現在は試掘も行われていない。

　この地域の資料としては，小林儀一郎の調査報文 12) があるほかは，公刊されたもの

はない。同報文によれば，明治 36 年頃，嶺泊沢川ロ附近で試掘井が掘られ，深度約

80m で少量の産油をみたという。このほか，嶺泊海岸や厚田川下流に石油露頭が，

また古潭川中流に手掘廃井が記録されている。

　今回の調査では，顕著な油徴を発見することはできなかった。岩相上からは，盤ノ

沢層全体と厚田・発足両層の砂岩部が油𥕢岩に，望来層全体と，発足・南厚田両層の

泥岩部とが油蓋岩および母岩になる可能性をもっている。このうち盤ノ沢層は砂岩の

発達が顕著で，現在採油されている石狩地方で主要な油𥕢岩となっていることから，

本地域の海岸背斜附近でも，古潭以南では産油をやゝ期待できるようである。

Ⅲ．2　金　属　鉱　床

　左股層の熔岩のなかには，微弱な鉱化作用を蒙った箇所が若干ある。その最も顕著

なものは濃昼川最上流で，厚田・浜益両図幅地域にまたがって，金・銀・銅・鉛・亜

鉛を目的として試掘鉱区が設定されている。この附近の熔岩は，相当高度な珪化作用

と，弱い粘土化作用を蒙っている。珪化のもっとも顕著な部分に探鉱坑道が掘られて

いるが，現在は崩落して入坑不能であり，附近の廃石からは，方鉛鉱・閃亜鉛鉱が辛

うじて認められる程度であった。

　そのほか，発足沢中流や安瀬海岸にそゝぐ小沢の最上流等に，若干鉱化作用をうけ
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た部分があるが（18 頁参照 )，いずれも稼行価値は全くない。

Ⅲ．3　含  チ  タ  ン  砂  鉄

　古潭から南方の海岸の砂浜中，所々に砂鉄が賦存しており，このうち，古潭川河口

南部にはやゝ濃集している。濃集部は幅 4 ～ 5m 程度で，海岸線に沿うてほゞ 2km

延長し，その厚さは 30 ～ 40cm である。日本鉱業 K.K. で採取した資料の分析結果

は，原鉱品位は Fe 12.26 %，TiO2 6.90 %， 選鉱すれば，Fe 58 %，TiO2 19.30 %

となっている。

Ⅲ．4　地　　下　　水

　古潭川・望来川流域およびそれらの川口附近の住民は表流水が飲用に適さぬので古

くから深刻な水不足に悩まされている。現在部落で 1，2 の井戸から辛うじて飲料水

を得ている状態である。この原因は，冲積層の厚さが薄く，平面的な発達も貧弱であ

り，また基盤の南厚田層群の岩質はいずれも不透水性のものばかりで，滞水層がない

こと等である。

　最近村の依頼による調査 13) で適当な対策がたてられた。それによれば，海岸段丘堆

積層中に滞水している地下水は，水質もよくて水源を求めるのに適当と考えられてい

る。しかし，これも水量には乏しく，季節的な水量の増減が甚だしいので，大量の給

水は依然解決されないようである。

Ⅲ．5　地　　辷　　り

　昭和 24 年，厚田―小谷間の海岸にやゝ大規模な地辷りがおこり，交通が遮断され

た。この附近は厚田層の分布する区域で，附近の厚田層は海岸線における同層の走向・

傾斜の単調さを破り，走向も乱れ，傾斜も 45 ～ 50°の急傾斜を示しており，また小断

層も認められる。この厚田層の地層の乱れが地辷りを惹起させた原因と思われる。ま

た，小規模な地辷りの跡は安瀬海岸附近にも 2，3 認められるが，これらは安瀬集塊岩

層の上に累重する厚田層の泥岩が，地層の傾斜面に沿って辷ったものである。
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 GEOLOGY 

T h e  a r e a  m a p p e d  i s  i n  t h e  s o u t h w e s t e r n  p a r t  o f  t h e  s o - c a l l e d  

“ K a b a t o  M o u n t a i n l a n d ” i n  t h e  C e n t r a l  H o k k a i d ō .  

T h e  g e o l o g i c a l  c l a s s i f i c a t i o n s  a n d  s u c c e s s i o n s  i n  t h e  a r e a  a r e  

s u m m a r i z e d  i n  T a b l e  1 .  

Yo u n g e r  Te r t i a r y  

T h e  a r e a  c a n  b e  d i v i d e d  i n t o  t w o  p a r t s ,  n o r t h e r n  a n d  s o u t h e r n  

h a l v e s ,  o w i n g  t o  t h e  c h a r a c t e r s  o f  t h e  y o u n g e r  T e r t i a r y  c o n s t r u c -

t i n g  e a c h  p a r t .   T h e  s o u t h e r n  h a l f  c o n s i s t s  m o s t l y  o f  n o r m a l  

s e d i m e n t s  n a m e d  t h e  M i n a m i - A t s u t a  g r o u p ,  w h i l e  t h e  n o r t h e r n  

h a l f  i s  c o m p o s e d  m o s t l y  o f  p y r o c l a s t i c s  n a m e d  t h e  K i t a - A t s u t a  

g r o u p .
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T a b l e  1  

( 1 )  M i n a m i - A t s u t a  g r o u p  

T h e  g r o u p  i s  d i v i d e d  i n t o  f i v e  c o n f o r m a b l e  f o r m a t i o n s  ( r e f e r  

t o  t h e  T a b l e  1 ) .  

H a t t a r i  f o r m a t i o n :   T h i s  f o r m a t i o n  o c c u p i e s  t h e  l o w e r -

m o s t  o f  t h e  g e o l o g i c a l  s u c c e s s i o n s  i n  t h e  m a p p e d  a r e a ,  a n d  i t  

o v e r l i e s  t h e  s o - c a l l e d  P a l e o z o i c  f o r m a t i o n  ( K u m a n e j i r i  f o r m a t i o n )  

i n  t h e  a r e a  o f  a d j a c e n t  H a m a m a s u  s h e e t  m a p .   I t  c o n s i s t s  m a i n l y  

o f  a  t h i c k l y  b e d d e d  a l t e r n a t i o n  o f  b l o c k  m u d s t o n e  a n d  g r e y  s a n d -

s t o n e .   I t  c o n t a i n s  l e n t i c u l a r  l a y e r s  o f  “ p e b b l e - b e a r i n g  s a n d s t o n e  

a n d  m u d s t o n e ” ,  a n d  c o n g l o m e r a t e ,  c a r r y i n g  m o r e  c o n s i d e r a b l e  

a m o u n t  o f  p y r o c l a s t i c s ,  s u c h  a s  t u f f ,  t u f f - b r e c c i a ,  a g g l o m e r a t e  

a n d  t u f f a c e o u s  s a n d s t o n e ,  i n  c o m p a r i s o n  t o  t h e  s a m e  f o r m a t i o n  

e x p o s e d  i n  t h e  t y p e  l o c a l i t y  o f  e a s t  a d j o i n i n g  a r e a .   F r o m  t h e  

u p p e r m o s t  “ p e b b l e - b e a r i n g  s a n d s t o n e ” o f  t h e  f o r m a t i o n ,  t h e  

w r i t e r s  g o t  a  f e w  m o l l u s c a n  f o s s i l s  a s  f o l l o w s ;
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P a t i n o p e c t e n  y e s s o e n s i s  ( J AY )                       a b u n d a n t  

C l i n o c a r d i u m  s p .                                             〃

B u c c i n u m  ?  s p .                                         o n e  s p e c i m e n  

B e s i d e s ,  m a n y  f o s s i l s  h a v e  b e e n  f o u n d  f r o m  t h i s  f o r m a t i o n  i n  

a d j o i n i n g  a r e a  ( r e f e r  t o  t h e  t a b l e  i n  t h e  J a p a n e s e  t e x t ,  p .  1 0 )  

A t s u t a  f o r m a t i o n :  T h i s  f o r m a t i o n  i s  c o m p o s e d  e s s e n t i a l l y  

o f  c o m p a r a t i v e l y  m o n o t o n o u s ,  d a r k  g r e y ,  m a s s i v e  m u d s t o n e ,  b u t  

m u d s t o n e  p a r t l y  s h o w s  p l a t y  s t r a t i f i c a t i o n s  w h i c h  c l o s e l y  r e s e m -

b l e s  t h o s e  o f  t h e  s o - c a l l e d  “ h a r d  s h a l e ” f a c i e s  i n  t h e  s t a n d a r d  

N e o g e n e  s t r a t i g r a p h y  o f  H o k k a i d ō .   M a r l y  n o d u l e s  a r e  c o n t a i n e d  

e v e r y w h e r e .   T h i s  l a y e r s  o f  t u f f  a n d  t u f f a c e o u s  s a n d s t o n e  a r e  

r a r e l y  i n t e r b e d d e d .  

I n  t h e  f o r m a t i o n ,  r e l a t i v e l y  m a n y  m o l l u s c a n  f o s s i l s  a r e  c o n -

t a i n e d ,  a s  g i v e n  i n  t h e  p r e c e d i n g  t a b l e  ( s e e  p .  6 ) .   B e s i d e s ,  t h e  

f o r m a t i o n  c o n t a i n s  S a g a r i t e s  s p . ,  f o r a m i n i f e r a s  a n d  f i s h  s c a l e s ,  

e v e r y w h e r e ,  a n d  b r o a d  l e a v e s ,  r a r e l y .   F r o m  m a r l y  b a l l s  i n  t h e  

f o r m a t i o n  n e a r  P o r o n a i ,  t h e  w r i t e r s  c o l l e c t e d  C a l l i a n a s s a  m u r a t a i  

N A G A O ,  a b u n d a n t l y .  

B a n - n o - s a g a  f o r m a t i o n :   T h i s  i s  c o m p o s e d  e s s e n t i a l l y  o f  

m a s s i v e  g r e e n  s a n d s t o n e ,  b e a r i n g  g l a u c o n i t e  g r a i n s .   A t  t h e  

s e v e r a l  l o c a l i t i e s  t h e  w r i t e r s  c o l l e c t e d  s o m e  f o s s i l s  a s  f o l l o w s ;

A c i l a  ( A c i l a )  v i g i l i a  S C H R E N C K                         r a r e  

T h y a s i r a  b i s e c t a  C O N R A D                                  〃

M a c o m a  t o k y o e n s i s  M A K I YA M A                       a b u n d a n t  

A n c i s t r o l e p i s  s p .                                        o n e  s p e c i m e n  

N e p t u n e a  p h o e n i c e u s  D A L L                                〃    

M ō r a i  f o r m a t i o n :   T h i s  f o r m a t i o n  i s  c o m p o s e d  e s s e n t i a l l y  

o f  c l e a r l y  s t r a t i f i e d  m u d s t o n e  a n d  i t  r e p r e s e n t s  “ h a r d  s h a l e ” 

f a c i e s  o f  t h e  m a p p e d  a r e a .   M a r l y  n o d u l e s  a r e  c o n t a i n e d  e v e r y -

w h e r e ,  a n d  t h i n l y  l a y e r e d  t u f f  a r e  i n t e r b e d d e d  o n  s e v e r a l  h o r i z o n s .  

F o s s i l s  a r e  f e w  i n  t h e  m a p p e d  a r e a ,  w h e r e a s  t h e y  a r e  r a t h e r  

a b u n d a n t  i n  a d j a c e n t  a r e a  ( r e f e r  t o  t h e  t a b l e  p .  1 0 ) .  

T ō b e t s u  f o r m a t i o n :   T h i s  f o r m a t i o n  i s  c o m p o s e d  o f  m a s -
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s i v e ,  s o f t  a n d  l o o s e  s i l t s t o n e ,  s h o w i n g  y e l l o w i s h  g r e y  t o  b r o w n i s h  

g r e y  c o l o u r  o n  w e a t h e r e d  s u r f a c e .  

T h e  l o w e r  t h r e e  f o r m a t i o n s  o f  t h e  M i n a m i - A t s u t a  g r o u p ,  i .  e .  

t h e  H a t t a r i ,  A t s u t a  a n d  B a n - n o - s a w a ,  h a v e  b e e n  c o r r e l a t e d  w i t h  

t h e  K a w a b a t a  f o r m a t i o n  i n  t h e  I s h i k a r i  c o a l  f i e l d  b y  s e v e r a l  o t h e r  

g e o l o g i s t s .   B u t ,  t h e  f o s s i l s  c o l l e c t e d  b y  t h e  w r i t e r s  ( a r r a n g e d  i n  

t h e  t a b l e  p .  1 0 ) ,  i n d i c a t e s  t h e s e  f o r m a t i o n s  t o  b e  y o u n g e r  t h a n  

t h e  K a w a b a t a  f o r m a t i o n .   T h e  c o r r e l a t i o n  i s  g i v e n  i n  T a b l e  2 .  

T a b l e  2  

( 2 )  K i t a - A t s u t a  g r o u p  

T h i s  g r o u p  i s  c o m p o s e d  e s s e n t i a l l y  o f  a n d e s i t i c  l a v a s  a n d  t h e i r  

p y r o c l a s t i c s .   T h e  g r o u p  i s  d i v i d e d  i n t o  t h e  H i d a r i m a t a  f o r m a t i o n ,  

t h e  Ya s o s u k e  a g g l o m e r a t e  a n d  t h e  B i s h a b e t s u  l a v a  a n d  a g g l o m e -

r a t e ,  i n  a s c e n d i n g  o r d e r .  

T h e  g r o u p  i s  t h e  c h a n g e d  f a c i e s  o f  t h e  l o w e r  a n d  m i d d l e  

p a r t s  o f  t h e  M i n a m i - A t s u t a  g r o u p .  

H i d a r i m a t a  f o r m a t i o n :   T h i s  f o r m a t i o n  o v e r l i e s  c o n f o r -

m a b l y  t h e  l o w e r  p a r t  o f  t h e  H a t t a r i  f o r m a t i o n .   I t  i s  c o m p o s e d  

o f  a n d e s i t e  l a v a  w h i c h  i s  a c c o m p a n i e d  b y  n o r m a l  s e d i m e n t s  c o m -

p o s e d  m a i n l y  o f  b l a c k  m u d s t o n e .   L a v a  o f  t h e  f o r m a t i o n ,  s h o w -
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i n g  p a r t l y  a g g l o m e r a t i c  f a c i e s ,  i s  c o m p o s e d  o f  a u g i t e - h y p e r s t h e n e  

a n d e s i t e  i n  r a t h e r  s o u t h e r n  a r e a ,  h o r n b l e n d e  a n d e s i t e  i n  n o r t h e r n  

a r e a ,  a n d  a u g i t e  a n d e s i t e  i n  m i d d l e  c a t c h m e n t  a r e a  o f  H i d a r i m a t a -

z a w a .   B u t  e a c h  o f  t h e m  i s  b o u n d e d  b y  o t h e r s  i r r e g u l a r l y .  P a t -

c h e s  o f  c a l c e d o n i c  q u a r t z  a r e  c o m m o n  i n  t h e s e  l a v a s .   I n  s e v e r a l  

p l a c e s  t h e  l a v a  h a s  c o n s i d e r a b l y  s u f f e r e d  h y d r o t h e r m a l  a l t e r a t i o n s ,  

b u t  a n y  v a l u a b l e  o r e  d e p o s i t  a r e  h a r d l y  e x p e c t e d .  

Y a s o s u k e  a g g l o m e r a t e :   T h i s  i s  c o m p o s e d  o f  c o m p a r a t i -

v e l y  m o n o t o n o u s  m a s s i v e  a g g l o m e r a t e  c h a r a c t e r i z e d  b y  a u g i t e -

h y p e r s t h e n e  a n d e s i t e ,  a n d  i n c l u d e s  a  f e w  l a v a s  a n d  d i k e s .   C l a s t i c  

s e d i m e n t s  a r e  l a c k i n g .   T h e  a n d e s i t e  i s  g l a s s y  a n d  p o r o u s  a n d  

d o e s  n o t  s u f f e r  a n y  h y d r o t h e r m a l  a l t e r a t i o n s .  

T h e  a g g l o m e r a t e ,  i n  i t s  e x t e r n a l  a n d  m i c r o s c o p i c  a p p e a r a n c e s ,  

c l o s e l y  r e s e m b l e s  t h a t  o f  t h e  “ K u r o m a t s u n a i  s e r i e s ” o f  t h e  

s t a n d a r d  s t r a t i g r a p h y  i n  S o u t h - We s t e r n  H o k k a i d ō .  

T h r o u g h  t h e  a l t e r n a t i o n  o f  t u f f  a n d  a g g l o m e r a t e ,  t h e  a g g l o -

m e r a t e  c h a n g e s  g r a d u a l l y  i n t o  t h e  “ h a r d  s h a l e ” o f  t h e  A t s u t a  

f o r m a t i o n .   T h i s  r e l a t i o n  i s  o b s e r v e d  i n  t h e  v i c i n i t y  o f  t h e  s e a  

s h o r e  o f  Ya s o s u k e .  

B i s h a b e t s u  l a v a  a n d  a g g l o m e r a t e :   T h e  u p p e r  h a l f  o f  t h i s  

f o r m a t i o n  i s  l a c k e d  i n  t h i s  a r e a .  

T h e  f o r m a t i o n  i s  c o m p o s e d  o f  a n  a l t e r n a t i o n  o f  l a v a  a n d  

a g g l o m e r a t e ,  w h i c h  c o n s i s t s  m a i n l y  o f  q u a r t z - b e a r i n g  h o r n b l e n d e  

a n d e s i t e  a n d  p a r t l y  o f  a u g i t e - h y p e r s t h e n e  a n d e s i t e .   B o t h  o f  t h e m  

a r e  i n t e r c a l a t e d  t o  e a c h  o t h e r .  

T h i s  f o r m a t i o n  l a t e r a l l y  c h a n g e s  t o  t h e  “ h a r d  s h a l e ” o f  t h e  

O s a t s u n a i  f o r m a t i o n  - c o r r e l a t e d  w i t h  M ō r a i  f o r m a t i o n -  i n  t h e  

a r e a  o f  a d j a c e n t  “ H a m a m a s u ” s h e e t  m a p .  

T h e  g e o l o g i c  s t r u c t u r e s  o f  t h e  n o r t h e r n  a n d  s o u t h e r n  h a l v e s  

o f  t h e  a r e a  m a p p e d  a r e  d i f f e r e n t  w i t h  e a c h  o t h e r .   T h e  s o u t h e r n  

h a l f  w h e r e  t h e  M i n a m i - A t s u t a  g r o u p  m o s t l y  o f  c l a s t i c  n o r m a l  

s e d i m e n t s  i s  e x p o s e d  s h o w s  a  g r e a t  o p e n f o l d  s t r u c t u r e ,  a n d  f o r m s  

u p  t h e  n o r t h e r n  p a r t  o f  t h e  I s h i k a r i  o i l  f i e l d .   G e n e r a l l y  s p e a k i n g ,
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t h e  s t r u c t u r e  o f  t h e  a r e a  m a p p e d  i s  u n d e r  t h e  c o n t r o l  o f  t w o  

a n t i c l i n e s  w h i c h  a r e  n a m e d  “ K a i g a n  a n t i c l i n e ” a n d  “ H a t t a r i  a n t i -

c l i n e ” ( o n l y  i t s  w e s t e r n  w i n g  i s  i n  t h e  p r e s e n t  a r e a ) ,  a n d  o f  a  b r o a d  

b a s i n  s t r u c t u r e  w h i c h  o p e n s  s o u t h w a r d  a n d  l i e s  b e t w e e n  t h e m .  

B o t h  a n t i c l i n a l  a x e s  h a v e  t h e  d i r e c t i o n  o f  N - S .   T h e  b a s i n  s t r u c -

t u r e  i s  m o d i f i e d  b y  m i n o r  f o l d i n g  a x e s  s i n k i n g  t o  t h e  s o u t h .  

O n  t h e  c o n t r a r y  t h e  n o r t h e r n  h a l f ,  m o s t  o f  w h i c h  i s  c o m p o s e d  

o f  t h e  K i t a - A t s u t a  g r o u p  r i c h  i n  v o l c a n i c  m a t e r i a l s  s h o w s  a  k i n d  

o f  m o z a i c  s t r u c t u r e ,  m o d i f i e d  b y  m a n y  c r o s s i n g  m i n o r  f a u l t s  a n d  

f o l d s .   B u t ,  g e n e r a l l y  s p e a k i n g ,  y o u n g e r  s t r a t a  o c c u r  a s  g o i n g  

w e s t w a r d s .  

Q u a t e r n a r y  

I n  t h e  Q u a t e r n a r y  p e r i o d ,  u p h e a v a l  m o v e m e n t s  w e r e  r e p e a t e d ,  

a n d  t h r e e  s t e p s  o f  c o a s t a l  t e r r a c e s  i n  s o u t h e r n  p a r t  o f  t h e  a r e a  

a n d  s e v e r a l  s t e p s  o f  r i v e r  t e r r a c e s  a l o n g  t h e  R i v e r  A t s u t a - g a w a  

a r e  b u i l t  u p .  

1 )  C o a s t a l  t e r r a c e  

T h e  t o p o g r a p h y  o f  s o u t h e r n  p a r t  o f  t h e  a r e a  m a p p e d  a r e  

a l m o s t  w h o l l y  b u i l t  u p  w i t h  t h e  p l a i n s  o f  c o a s t a l  t e r r a c e s  a s  f o l -

l o w s ;  

H i g h e r  c o a s t a l  t e r r a c e ;  ( 1 0 0 - 1 5 0  m  a b o v e  t h e  s e a  l e v e l )  d e -

p o s i t s  a l m o s t  w h o l l y  l a c k i n g .  

M i d d l e  c o a s t a l  t e r r a c e ;  ( 5 0 - 8 0  m  a b o v e  t h e  s e a  l e v e l )  d e p o s i t s  

c o m p o s e d  o f  g r a v e l  a n d  s a n d  p a r t l y  e r o d e d  o u t .  

L o w e r  c o a s t a l  t e r r a c e ;  ( 2 5 - 3 5  m  a b o v e  t h e  s e a  l e v e l )  s u r f a c e  

p e r f e c t l y  p r e s e r v e d ;  d e p o s i t s ,  4 - 1 0  m  i n  t h i c k n e s s ,  c o m -

p o s e d  o f  a l t e r n a t i o n  o f  s a n d ,  s i l t  a n d  g r a v e l s  w i t h  c l o s s -

l a m i n a t i o n s .   I n  i t s  f r o n t ,  t h e r e  i s  a  w a v e - c u t  c l i f f  f a c i n g  

t o  t h e  s e a .  

A l o n g  t h e  s e a  s h o r e  o f  n o r t h e r n  p a r t ,  t h e r e  i s  o n l y  a  n a r r o w  

b e l t  o f  t e r r a c e  o f  7 0 - 8 0  m e t e r s  i n  h e i g h t .
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2 )  R i v e r  t e r r a c e  

A l o n g  t h e  A t s u t a - g a w a ,  r i v e r  t e r r a c e s  a r e  w e l l  d e v e l o p e d .  

T h e r e  a r e  4 - 5  s t e p s  o f  f l a t  s u r f a c e  i n  d e t a i l ,  b u t  t h e y  c a n  b e  

g r o u p e d  i n t o  t h e  f o l l o w i n g  t h r e e :  

H i g h e r  r i v e r  t e r r a c e ;  ( 1 6 - 3 4  m  h i g h  a b o v e  t h e  a l l u v i a l  p l a i n )  

s u r f a c e  a l m o s t  w h o l l y  e r o d e d  o u t .  

M i d d l e  r i v e r  t e r r a c e ;  ( 6 - 1 4 m  a b o v e  t h e  a l l u v i a l  p l a i n )  s u r -

f a c e  c o m p a r a t i v e l y  w e l l  p r e s e r v e d ;  d e p o s i t s ,  3  m  i n  t h i c k -

n e s s ,  c o m p o s e d  o f  g r a v e l .   F u r t h e r ,  a  m o r e  o r  l e s s  e r o d e d  

p l a i n ,  s e v e r a l  m e t e r s  h i g h e r  t h a n  a b o v e  m e n t i o n e d  t e r -

r a c e ,  r e m a i n s  a t  s o m e  p l a c e s ;  t h i s  t e r r a c e  s e e m s  t o  b e  

c o r r e l a t e d  w i t h  t h e  l o w e r  c o a s t a l  t e r r a c e .  

L o w e r  r i v e r  t e r r a c e ;  ( 2 - 4  m  a b o v e  t h e  a l l u v i a l  p l a i n )  s u r f a c e  

p e r f e c t l y  p r e s e r v e d ;  d e p o s i t s ,  1 - 3  m  i n  t h i c k n e s s ,  c o m p o s e d  

o f  g r a v e l .

A l o n g  t h e  r i v e r s  a n d  s t r e a m s  i n  t h e  n o r t h e r n  p a r t ,  s i m i l a r  

t e r r a c e  d e p o s i t s  a r e  d e v e l o p e d .   W h i l e ,  i n  s o u t h e r n  d i s t r i c t ,  r i v e r  

t e r r a c e  i s  n o t  s e e n  a t  a n y  p l a c e s .  

3 )  A l l u v i u m  

I t  i s  d e v e l o p e d  a l o n g  t h e  K o t a n - g a w a  a n d  M ō r a i - g a w a .   I t  

m e a s u r e s  2 - 3  m  i n  t h i c k n e s s .   I t s  l o w e r  p a r t  c o n s i s t s  o f  g r a v e l  

a n d  m a n y  t r u n k s  o f  w o o d ,  a n d  t h e  u p p e r  o f  s i l t  a n d  s a n d .  

ECONOMIC GEOLOGY 

S o u t h e r n  h a l f  o f  t h e  a r e a  i s  a  p a r t  o f  t h e  I s h i k a r i  o i l  f i e l d  

a n d  t h e  p r o d u c t i o n  o f  p e t r o l e u m  w i l l  b e  e x p e c t e d  o n  t h e  K a i g a n  

a n t i c l i n e .  

A t  t h e  u p p e r m o s t  r e a c h e s  o f  G o k i b i r u - g a w a ,  s o m e  m e t a l l i c  

o r e  d e p o s i t s  w e r e  o n c e  p r o s p e c t e d ,  b u t  t h e y  a r e  o f  n o  e c o n o m i c a l  

v a l u e .  

A l o n g  t h e  s h o r e  l i n e ,  n e a r  K o t a n ,  a  l i t t l e  a m o u n t  o f  t i t a n i -

f e r o u s  i r o n  s a n d  a r e  c o n c e n t r a t e d .
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